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　われらの野球は日本学生野球として学生たることの自覚を基礎とし、学
生たることをわすれてはわれらの野球は成り立ち得ない。勤勉と規律とは
つねにわれらと共にあり、怠惰と放縦とに対しては不断に警戒されなけれ
ばならない。
　元来野球はスポーツとしてそれ自身意味と価値を持つであろう。しかし
学生野球としてはそれに止まらず試合を通じてフェアの精神を体得する
事、幸運にも驕らず悲運にも屈せぬ明朗強靭な情意を涵養する事、いかな
る艱難をも凌ぎうる強健な身体を鍛練する事、これこそ実にわれらの野球
を導く理念でなければならない。この理念を想望してわれらここに憲章を
定める。

日本学生野球憲章

　四国地区大学野球連盟では、2011（平成23）年にリーグ創設30周年を
記念して連盟旗を作成した。
その連盟旗に使用したロゴの由来は以下の通り。
　四国の地形を象ったものの中に四国地区大学野球連盟「SHIKOKU 
UNIVERSITIES BASEBALL LEAGUE」を略した「SUBL」の文字を配
し、背景にある２本のラインは〈春〉と〈秋〉年２回繰り広げられる熱戦
をイメージした。
　字形に関して、「SUBL」は四国四県の各大学の「力強さ」をイメージ
し、下部の「SHIKOKU UNIVERSITIES BASEBALL LEAGUE」はチーム
の「団結力と技術力」をイメージしている。
　また、このロゴは1981（昭和56）年のリーグ開幕以来使用しているパ
ンフレット表紙の一部を元に過去の伝統を受け継ぎながら、現代風にデザ
イン化したものである。

連盟ロゴについて

●●

●●
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　四国地区大学野球連盟傘下の各大学野球部の関係者の皆様には日頃から何かと当連盟の
運営の各般にわたるご協力にあらためて感謝申し上げます。今年の猛暑の日々は歴史に残
るほどですが、すでに、今年度春季のシーズンも無事に幕を閉じることができました。こ
れもひとえに関係各位のご助力の賜物であり、今後とも何卒よろしくご指導下さいますよ
う伏してお願い申し上げます。
　ちなみに、今年度は、新たに『タイ・ブレーク方式』を採用することによって、35試合
中４試合で運用しましたが、第５週目の愛媛大学対鳴門教育大学の「坊っちゃん決戦」で
は、延長14回の熱戦が繰り広げられました。また、第62回全日本大学野球選手権大会に
は、４年連続10回目の出場を果たした四国学院大学が出場し、初戦は、東京新大学野球連
盟代表の創価大学と対戦しましたが、脚力とスイング力の違いを見せつけられ、０－４
という残念な結果に終わりました。四国地区においては２年ぶり21回目の優勝を果たした
四国学院大学の諸君にはあらためてご苦労様でした。今回も残念ながら初戦敗退という結
果に甘んじてしまいましたが、是非とも四国地区代表チームが全国大会で勝利するために
は、我々連盟加盟のチームがなお一層精進され、一人一人の選手諸君の弛まない尽瘁が望
まれます。我々四国地区大学野球連盟所属の11大学がそれぞれ切磋琢磨し、現状を打破
し、一層強く逞しい大学野球へと育って頂きたいと熱望しております。
　なお、以上の外にも、連盟のブログは開設以来３年を経過し、各大学のマネージャー諸
君のご協力によって安定稼働しており、今春は、16試合にわたるライブ配信を行うことが
でき、今後定着させていきたいと考えております。
　加えて、今年度の秋季リーグは来る８月20日からスタートしますが、今季の優勝校は広
島で開催される第44回明治神宮野球大会中国四国代表戦の出場権を獲得することとなって
おります。昨秋10戦全勝でリーグ優勝の末、中国四国代表決定戦で初優勝した松山大学に
続く快進撃を期待したいところです。
　また、リーグ終了後の10月13日（日）、14日（祝・月）にはマドンナスタジアムにおいて
「新人戦」が予定されており、新戦力の発掘に期待が寄せられております。
　これからも、四国地区大学野球連盟として、さまざまな試みを企画立案し、野球王国四
国の大学野球の向上と発展に貢献していきたいと考えております。
　これまで以上のご理解とご指導並びにご鞭撻をお願いしてご挨拶とさせていただきます。
　最後になりましたが、去る４月14日に、愛媛大学硬式野球部総監督で本連盟副理事長の
野本壮一氏の突然の訃報に接し、我々としても大きな損失を蒙ったところです。あらため
て、野本氏のこれまでのご功績に感謝し、謹んでご冥福をお祈り致します。

秋季リーグ戦の開催にあたり

四国地区大学野球連盟

　会長　　妹　尾　克　敏
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～2013年四国六大学野球秋季リーグ展望～

夏は続く！～熱いバトルの予感
　８月20日に四国六大学秋季リーグが開幕する。11月の明治神宮大会へ繋がる険しい道のりがス
タートする。新たに導入したタイブレークが４試合発生するなど、最終試合までもつれた春季リ
ーグ同様に凌ぎを削る戦いが予想される。その中で一歩リードするのは、春に完全優勝で雪辱
し、経験豊富な選手が揃う四国学院。秋季リーグはこの四国の雄・四国学院を軸に覇権争いが繰
り広げられるだろう。春の覇者・四国学院は、選手の入れ替わりも少なく、攻守ともに高いレ
ベルの陣容である。大黒柱・高野（呉工業・４年）をはじめ、経験を重ねた細田（川之江・３
年）・河野（川之石・３年）・児玉（伊予・２年）らの投手陣は安定感抜群である。攻撃陣も劣る
ことなく、福山（香川西・３年）・空田（徳島城東・４年）・岩田（寒川・３年）といった役者が
揃っている。期待通りの働きをすれば追随は許さないこととなるだうろ。残りの５大学は、この
王者・四国学院に照準を合わせ、戦いを挑むこととなる。その筆頭は高知大。連年の上位をキ
ープし、粘りの野球には磨きが掛かりつつある。２－３点の勝負に持ち込み、黒木（日向・３
年）・岡田（広陵・４年）・佐々木（西条・３年）ら機動力ある打線が機能すれば、あと一勝の
積み上げが見えてくる。愛媛大は久保（池田・３年）・丹下（今治西・３年）らを中心とした左
打線は健在で得点力は高い。ディフェンスは、リーグを経験している吉田（高松桜井・２年）・
宇野（大津・２年）両投手に加え、ニューフェイス増田（三次・１年）、田中宏（洲本・１年）
の１年生投手が台頭。１年生コンビの活躍次第で上位進出の可能性が高まる。覇権争いのカギを
握るチームであることは変わりないだろう。春、屈辱の四位に沈んだ松山大は、投手陣の奮起が
浮沈の鍵を握ることとなる。政岡（土佐・３年）、妹尾（倉敷商業・３年）、田中（高知・４年）
ら巧打者が揃い、一点をしぶとく取る打線であるだけに失点の計算ができるディフェンスになれ
ば、攻守の歯車が噛み合い、下馬評を大きく覆すこととなる。投手陣が機能し始めた香川大は今
秋、ダークホースの存在となる。荒削りではあるが思い切りの良い打線は波に乗れば大量得点も
見込め脅威となる。鳴門教育大は、部員不足のハンディを持ち、苦しい戦いが予想されるが、堅
実なプレーが確立されてきており、連年の最下位からの脱出は難しくないだろう。
　今回の秋季リーグは、２カードを同一開催する日程が盛り込まれている。第一週の「マドン
ナ・バトル」、第二週の「坊っちゃん・バトル」と二週連続で行われる。春の「決戦」とは違い
リーグ前半で行われることで、覇権争いにどのような影響が出てくるのかもまた見所となる。夏
真っ盛りの８月下旬から一ヶ月に及ぶ秋季リーグ。神宮へ続く中四国決定戦への切符を手にする
初秋の９月下旬まで、四国六大学野球の熱い夏は続く。

　二部リーグは、春季優勝の高知工科大と徳
島大の争いであると予想されるが、徳島文
理、香川高専、徳大医学ともに新戦力が充実
してきており、ワンサイドのゲームにはなら
ないだろう。勢いに乗るチームが現れれば、
波乱を起こす可能性は十分に秘めており、二
部も予断を許さないリーグ戦になる。

～２部リーグ展望～

ブログ記事より抜粋
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　春のリーグでは挑戦者の気持ちで戦いなんとかチャンピオンを奪還するこ
とができ、４年連続の全日本大学野球選手権にも出場することができた。し
かし、この結果に満足するのではなく今秋も引き続き挑戦者の気持ちで優勝
目指して戦っていく。
また、四国学院が一度も成し遂げていない秋の神宮大会出場を目標に今リー
グに臨むつもりである。

《戦力分析》
　投手陣は春と同じく高野（４年・呉工業）を中心として守りからリズムを
作っていく。春に２番手として活躍した細田（３年・川之江）、河野（３年・
川之石）、児玉（２年・伊予）の３投手が鍵になるだろう。
　守備では全日本を経験した高岡（３年・広島商業）、柏原（１年・尾道）を中
心とし、打撃では春ベストナインの福山（３年・香川西）、橋本（２年・高知
商業）を中心にワンチャンスをものにできるかが勝負の分け目となるだろう。

四国学院大学
主　将

高　岡　拓　也

『秋季リーグ戦に臨んで』（一部）

打撃成績（規程打席37以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打
打率

4 空田　直樹 1２ 56 47 14 10 ２0 7 9 9 0 0 1 13 0 1 0.２98 
8 岩田　修治 1２ 53 40 11 3 13 7 ２ 11 ２ 0 0 13 1 0 0.２75 
9 福山　翔太 1２ 5２ 41 15 7 19 4 3 8 3 1 1 14 0 0 0.366 
7 橋本　元気 1２ 51 41 16 9 ２0 6 6 6 4 0 ２ 17 1 0 0.390 
２ 兼若　宏規 1２ 50 43 16 4 ２1 9 3 7 0 0 1 1２ 1 0 0.37２ 
6 清水　宏樹 1２ 47 37 16 7 ２0 6 1 3 7 ２ ２ 15 1 1 0.43２ 
5 柏原　光希 10 47 38 6 4 7 7 10 5 4 ２ 1 5 0 0 0.158 
D 羽原　達弘 11 44 34 9 3 9 7 3 8 ２ 0 0 7 1 0 0.２65 
3 高岡　拓也 10 37 ２5 11 7 13 4 3 1 11 0 ２ 8 0 0 0.440 
3 鈴川　源史 3 10 10 ２ 0 ２ 0 ２ 0 0 0 0 1 0 0 0.２00 
D 久保　言穣 ２ 6 5 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0.000 
5 三上　輝大 ２ 5 3 0 0 0 0 1 0 ２ 0 0 0 0 0 0.000 
H 藤原　弘貴 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
5 林　　侑樹 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
H 岩田　佳樹 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
R 坂本　隆允 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
4 西川　博志 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 

計 1２ 461 367 116 54 144 58 44 59 35 5 10 105 5 ２ 0.316 

投手成績（規程投球回数24イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数
投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

5 1 高野　圭佑 7 50 ２4 44 ２２ 11 10 3 0 1 0 1.80 
4 1 細田　英城 5 36⅓ ２1 ２6 15 13 8 ２ 0 0 0 1.98 
1 0 河野　将大 ２ 13⅓ 5 3 3 0 0 0 0 0 0 0.00 
0 0 児玉　健史 ２ 3⅓ 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0.00 
10 ２ 計 1２ 103 53 74 41 ２4 18 5 0 1 0 1.57 

平成25年度春季リーグ戦個人成績

2013年春　1位

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分
２1 6２9 388 ２3２ 9

平日
9︰00～20︰00
日曜・祝日
9︰00～19︰00
定休日／毎週水曜日

営 業 時 間

〒763－0033
香川県丸亀市中府町5－5－33
TEL︰0877－21－4578
FAX︰0877－21－4579
Mail:miwa@wakahime.jp

●営業時間︰10︰00～19︰00

●定 休 日︰水曜日

〒763－0033
香川県丸亀市中府町5－5－35
TEL 0877－23－4578
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『秋季リーグ戦に臨んで』（一部）
　今年の春リーグでは、あと１勝のところで優勝を逃し、その重みを痛感し
たリーグだった。毎リーグで神宮出場を目標としていながら達成できていな
い実態を全員が知り、“変化”をテーマとして練習に取り組んできた。全員
で高知大の野球を全うし、勝ち点５でのリーグ制覇を目指す。

《戦力分析》
　投打ともに突出した選手はおらず、できることを100％やる守備と、小技
をからめてつなぐ打撃、スキをつく走塁で勝利を目指す。

高　知　大　学
主　将

伊　藤　翔太郎

平成25年度春季リーグ戦個人成績
打撃成績（規程打席37以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打
打率

4 黒木　彰太 1２ 56 4２ 15 3 17 10 4 5 9 4 3 14 0 0 0.357 
8 佐藤　俊介 1２ 55 34 9 5 9 7 6 18 3 5 0 16 0 0 0.２65 
3 上田　　大 1２ 55 47 15 7 17 1２ 5 7 1 0 ２ 10 ２ 0 0.319 
２ 下山　達也 1２ 55 37 14 10 18 7 7 14 4 0 ２ 19 0 0 0.378 
5 石川　幸希 1２ 53 44 10 ２ 11 5 5 5 4 1 4 11 ２ 0 0.２２7 
DH 伊藤翔太郎 1２ 5２ 35 9 8 11 ２ 6 10 7 4 0 15 3 0 0.２57 
6 岡田　雄太 11 51 4２ 9 4 9 6 5 9 0 4 3 9 0 0 0.２14 
7 佐々木亮輔 1２ 50 38 13 9 14 5 ２ 8 4 ２ 0 19 0 0 0.34２ 
9 堀田　拓海 1２ 45 35 6 1 6 1 5 3 7 1 0 10 1 0 0.171 
5 荒川　貴洋 4 5 5 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0.２00 
4 米山　和成 1 ２ ２ 0 0 0 0 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
7 鈴木　康晴 1 ２ ２ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
PR 竹中　理裕 3 1 1 0 0 0 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
PH 川野　弘喜 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
9 末武　央士 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
PH 山下　貴大 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 

計 1２ 484 366 101 50 113 58 49 79 39 ２1 15 1２4 8 0 0.２76 

投手成績（規程投球回数24イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数
投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

4 1 井筒　健太 6 47 39 ２9 15 ２1 13 3 0 0 ２ ２.49 
3 1 美島　　涼 4 19⅔ 13 6 10 7 6 1 0 0 0 ２.75 
1 0 柴田　翔太 6 17 11 14 4 3 ２ 1 0 1 0 1.06 
0 0 根耒　主樹 3 8⅔ 5 3 6 ２ ２ 0 0 0 0 ２.08 
1 1 平野　陽大 4 7⅔ 9 5 ２ 6 6 0 0 0 0 7.04 
0 0 坂口　弘樹 3 7⅓ 6 3 4 5 5 1 0 0 0 6.14 
9 3 計 1２ 107⅓ 83 60 41 44 34 6 0 1 ２ ２.85 

2013年春　2位

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分
10 7２7 418 ２96 13



－ 13 －



－ 14 －

『秋季リーグ戦に臨んで』（一部）
　春季リーグでは３位という結果に終わってしまったが、優勝という可能性
を感じることが出来たリーグとなった。そのため全員が「優勝する」という
強い意志を持って日々練習に取り組めている。秋季リーグでは愛大らしい野
球をし、「優勝」だけを目指して一つ一つ勝利を積み重ねていく。

《戦力分析》
　個性豊かな打者陣は切れ目のない打線を作り、爆発力を持った攻撃が持ち
味。投手陣はリーグ経験豊富な選手が多く、それぞれ違う特徴を持ち、安定
した投球が魅力。投手を中心に守備からリズムを作り、攻撃に繋げたい。

愛　媛　大　学
主　将

久　保　貴　嗣

平成25年度春季リーグ戦個人成績
打撃成績（規程打席37以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打
打率

5 森部　壮博 1２ 5２ 39 9 7 11 7 ２ 8 8 0 0 11 1 0 0.２31 
8 丹下　喬介 11 49 41 10 4 11 5 3 5 3 3 3 7 0 0 0.２44 
3 岩崎　聡 11 46 39 8 8 14 5 9 7 0 0 0 9 1 ２ 0.２05 
9 寺内　晃生 11 44 31 8 5 9 8 4 1２ 0 0 1 13 0 0 0.２58 
7 三浦　直也 1２ 43 33 5 ２ 8 6 8 6 4 0 ２ 8 1 0 0.15２ 
6 津吉　利明 1２ 40 ２9 6 7 9 4 3 7 4 1 1 8 0 0 0.２07 
4 久保　貴嗣 11 38 30 4 3 5 3 4 3 5 ２ 1 4 0 0 0.133 
２ 川原　裕貴 11 34 ２6 5 4 9 ２ 3 5 4 0 0 9 0 0 0.19２ 
3 坂口　拓也 9 3２ ２２ 7 1 7 3 3 8 ２ 0 0 8 0 0 0.318 
9 高橋　大和 9 ２9 ２1 7 1 8 4 ２ 6 1 ２ 1 10 1 0 0.333 
２ 黒柳　隆史 6 13 1２ 1 0 1 ２ ２ 0 0 0 1 ２ 0 0 0.083 
4 後迫　計人 6 13 8 1 0 1 1 0 1 5 0 1 3 0 0 0.1２5 
8 古澤　建一 4 4 3 0 0 0 1 1 1 0 1 0 ２ 0 0 0.000 
6 松永　英之 5 3 3 0 0 0 ２ ２ 0 0 0 0 1 0 0 0.000 
２ 泉　修平 ２ ２ 1 1 3 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.000 
6 大西　悠介 ２ ２ ２ 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0.500 
7 生田　大輔 ２ ２ ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0.000 
6 河村　陽介 ２ ２ ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ２ 0 0 0.000 
9 須崎　良祐 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.000 
7 土井内　至 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
8 土井　悟 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
２ 赤名　和希 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
6 藤原　好伸 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
1 宇野　祐士 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 

計 1２ 45２ 348 74 46 97 53 48 69 36 9 11 98 4 ２ 0.２13 

投手成績（規程投球回数24イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数
投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

２ ２ 宇野　祐士 7 45⅓ 39 14 16 16 11 1 0 0 0 ２.18 
3 1 吉田　亮太 8 31 ２3 16 18 15 1２ 3 1 0 0 3.48 
２ 1 寺内　晃生 4 ２6 ２1 ２3 6 6 6 0 0 0 1 ２.08 
0 1 重川　和真 1 3 4  0  3  ２  ２  1  0  0  0  6.00 
7 5 計 1２ 105⅓ 87 53 43 39 31  5  1  0  1  ２.65 

2013年春　3位

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分
5 7２7 358 354 15
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『秋季リーグ戦に臨んで』（一部）

平成25年度春季リーグ戦個人成績
打撃成績（規程打席34以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打
打率

6 田中　勇士 11 47 41 ２0 15 ２3 10 1 ２ 4 7 0 13 0 0 0.488 
8 坂本　大志 11 45 40 10 5 14 11 5 5 0 10 1 7 0 1 0.２50 
２ 政岡　隆志 11 45 37 15 10 18 8 ２ 3 5 3 0 8 0 0 0.405 
9 岡田　大樹 11 44 36 10 7 1２ 6 ２ 3 5 3 0 3 0 0 0.２78 
4 妹尾　恭平 11 44 ２8 8 4 10 13 1 1２ 4 8 0 5 0 0 0.２86 
3 難波　達 11 4２ 34 8 3 10 3 ２ 4 4 0 0 6 0 0 0.２35 
D 北尾　賢人 7 ２２ ２0 4 7 6 1 5 0 ２ 0 0 ２ ２ 0 0.２00 
5 小原　健太 7 ２1 19 5 3 6 0 1 1 1 0 0 9 0 0 0.２63 
7 酒井　真 8 ２0 19 5 ２ 5 ２ 3 1 0 3 0 4 0 0 0.２63 
D 磯兼　健一 6 1２ 10 0 1 0 1 3 ２ 0 0 0 0 0 0 0.000 
5 柴　翔平 7 11 9 ２ 0 ２ 3 0 1 1 0 1 3 0 0 0.２２２ 
9 西尾　紳 6 10 10 ２ 0 ２ 1 ２ 0 0 ２ 0 ２ 0 0 0.２00 
5 十河　秀介 6 8 7 ２ 0 ２ 1 ２ 1 0 ２ 0 1 0 0 0.２86 
9 清水　元貴 4 8 7 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0.000 
7 日田　年昭 4 7 5 1 0 1 0 ２ 0 ２ 0 0 1 0 0 0.２00 
D 河野　真人 4 5 4 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0.000 
8 一色　紘暢 6 3 3 ２ 3 ２ 4 0 0 0 1 0 3 0 0 0.667 
3 白川　祐幹 1 3 3 ２ 3 3 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0.667 
D 桑山　晃希 3 3 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0.000 
4 三宅　孝志 3 ２ 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1.000 
２ 上森　慶和 ２ 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
3 阿部　亮太 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1.000 
H 寺尾　桂汰 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 

計 11 405 337 99 64 119 66 34 39 ２9 39 ２ 71 ２ 1 0.２94 

投手成績（規程投球回数22イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数
投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

3 3 西岡　杜斗 6 36 ２3 19 ２4 10 6 1 0 0 0 1.50 
２ ２ 松本　将幸 7 33 40 ２6 9 13 13 ２ 0 0 1 3.55 
0 1 赤松　茂樹 6 14 11 14 6 7 7 1 1 0 0 4.50 
0 0 宇多村　元 3 3 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0.00 
0 0 宮部　尚吾 3 1⅔ 1 0 4 3 3 0 0 0 0 16.２1 
0 0 村上　晋一 ２ 1 1 ２ 3 1 1 0 0 0 0 9.00 
0 0 小川　奨平 ２ 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0.00 
0 0 宮森　　誠 1 0 1 0 ２ 1 1 0 0 0 0 0.00 
5 6 計 11 89⅔ 81 61 50 35 31 4 1 0 1 3.11 

　春季リーグ戦では４位という不甲斐ない結果に終わり、とても悔しい思い
をした。この悔しさを糧にして、春季リーグ戦終了から秋季リーグ戦に向け
てミーティングを重ね、全員が一つの目標に向かって努力してきた。秋季
リーグ戦では一戦一戦全力で戦い、『凡事徹底』をモットーにし、チーム全
体が勝ちにこだわり、今一度奮起して優勝を掴み取る。

《戦力分析》
　チーム力、粘り強さ、機動力を活かしてチャンスを作り、どのようにして
一点をとるか、またどのようにしてその一点を守り抜くのか選手全員が考
え、考える野球を展開する。バッテリー中心にミスを減らし、互いにカバー
し合いながら失点を最小限に抑え、守備からリズムを作り攻撃へ活かす。そ
して自分達の出来るプレーを展開し、全員野球で粘り強い守り勝つ野球を目
指す。

松　山　大　学
主　将

田　中　勇　士

2013年春　4位

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分
２6 700 506 180 15
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『秋季リーグ戦に臨んで』（一部）

平成25年度春季リーグ戦個人成績
打撃成績（規程打席34以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打
打率

8 佐藤　成悟 11 44 41 10 1 10 7 6 3 0 5 1 10 0 0 0.２44 
２ 安藤　　悠 11 4２ 35 6 1 1２ 3 3 4 3 0 1 9 0 1 0.171 
7 高岩　佑貴 9 38 35 15 6 18 5 4 1 0 1 0 7 0 0 0.4２9 
9 大西　孝明 9 37 3２ 8 5 1２ 4 5 5 0 0 ２ 11 ２ 0 0.２50 
5 西岡　紘輝 10 35 ２8 6 1 6 3 7 ２ 4 4 3 6 0 0 0.２14 
3 植田　修平 9 35 30 7 3 8 4 5 3 ２ ２ 0 8 0 0 0.２33 
6 田中　大暁 10 3２ ２6 1 1 1 1 6 3 3 0 ２ 3 0 0 0.038 
4 浅野　晃靖 10 ２5 ２２ 3 ２ 5 1 5 1 1 0 6 3 0 0 0.136 
DH 石川　貴大 8 ２4 ２1 4 4 5 3 4 0 1 0 1 3 1 0 0.190 
5 家吉　景虎 10 ２3 ２0 ２ 1 ２ 0 7 1 ２ 0 0 4 0 0 0.100 
3 山本　　修 4 9 9 0 0 0 0 5 0 0 0 1 0 0 0 0.000 
5 佐々木向陽 5 5 5 0 0 0 0 ２ 0 0 0 0 0 ２ 0 0.000 
7 越智　貴士 ２ 4 4 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
8 日野　洋輔 ２ 4 ２ 0 0 0 0 0 0 ２ 1 0 1 0 0 0.000 
9 佐野　純一 ２ ２ 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0.000 
DH 岡本　尚士 ２ ２ ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
1 古味　英之 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
H 春名　孝規 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.000 
4 石原　直人 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 
H 白居　直伸 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000 

計 11 365 317 63 ２6 80 31 66 ２4 18 13 17 65 5 1 0.199 

投手成績（規程投球回数22イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数
投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

0 ２ 中林　洋輔 4 ２3⅔ ２4 16 ２5 14 11 7 0 0 1 4.18 
1 1 楠本　将貴 7 ２1⅔ ２２ ２1 10 13 7 1 0 0 0 ２.91 
0 3 古味　英之 5 ２0⅓ 4２ 7 ２3 3２ ２7 ２ 0 0 0 11.95 
0 1 家吉　景虎 4 11⅔ ２4 3 14 ２２ 15 3 0 0 1 11.57 
1 0 大西　孝明 ２ 7⅓ 6 7 4 1 1 1 0 0 0 1.２3 
0 ２ 古木　伸哉 ２ 3 7 1 8 11 10 1 1 0 0 30.00 
２ 9 計 11 87⅔  1２5 55 84 93 71 15 1 0 ２ 7.２9 

　春季リーグを５位で終え、自分たちの守備面、メンタル面の弱さが改め
て露呈される形となった。今一度、練習方法や組織作りを見直し、「上位進
出」をチームまたは個人の目標として、ひたむきに野球に取り組んできた。
勝利への執念を持ち、結果に繋げられるよう、全試合全力プレーで臨みた
い。

《戦力分析》
　自分達の持ち味である積極的な攻撃力を得点に生かすため、バント、盗
塁、エンドラン等の進塁作戦の確実性を上げられるかがポイントになる。課
題である守備面では、取れるアウトを確実に取り、投手を中心に粘り強く守
り抜く意識が少しずつであるが、でき始めている。

香　川　大　学
主　将

古　味　英　之

2013年春　5位

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分
3 683 ２40 436 7
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『秋季リーグ戦に臨んで』（一部）

平成25年度春季リーグ戦個人成績
打撃成績（規程打席37以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打
打率

9 米澤　純平 1２ 55 39 10 6 11 9 5 10 6 ２ 1 11 ２ 0 0.２56 
6 小林　晴太 1２ 53 45 18 3 ２1 7 4 4 4 4 5 14 1 0 0.400 
5 秋津　久範 1２ 5２ 46 7 0 10 5 9 3 3 4 3 5 0 0 0.15２ 
3 太田　　隼 1２ 51 37 7 7 1２ 4 11 10 4 3 5 13 0 0 0.189 
7 河野　修平 1２ 50 44 11 9 13 ２ 9 3 3 1 1 14 ２ 0 0.２50 
D 小林　将大 1２ 46 38 ２ 4 3 ２ ２1 7 1 1 0 5 ２ 0 0.053 
２ 矢島　良樹 1２ 46 4２ 1２ 4 13 1 3 0 4 1 0 16 ２ 0 0.２86 
4 田口　直人 1２ 44 38 5 0 5 3 6 4 ２ 0 3 10 0 0 0.13２ 
8 眞木　康成 1２ 40 31 3 1 3 5 13 7 ２ 0 0 6 0 0 0.097 
H 山本　貫司 4 5 3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0.000 
P 村上　太朗 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.000 
P 中野竜太郎 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.000 
P 安川　　達 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.000 

計 1２ 44２ 363 75 34 91 38 8２ 49 30 16 ２1 95 9 0 0.２07 

投手成績（規程投球回数24イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数
投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

２ 5 村上　太朗 7 6２⅔ 57 ２0 ２9 39 ２1 3 0 0 0 3.0２ 
0 1 安川　　達 5 ２1⅔ ２3 6 ２0 16 16 3 0 0 0 6.65 
0 4 中野竜太郎 5 19⅔ 19 4 14 13 9 0 0 0 0 4.1２ 
２ 10 計 1２ 104 99 30 63 68 46 6 0 0 0 3.98 

〒770－0052　徳島市中島田町4丁目2番地2（タクト近く）
TEL（088）634－1701　FAX（088）634－1702

E-mail:sp.sato@aioros.ocn.ne.jp

Field of 夢 発進!Field of 夢 発進!

　４年生が抜け、人数が減り、したい練習もできないような状況になってし
まった。しかし、そのことを悪いようにとらえず、各自が今までよりもさら
に高い意識を持って野球に取り組んできた。練習してきた力を全て出し切
り、チーム一丸となってAクラスを目指したい。

《戦力分析》
　守備面では、どの選手もしっかりと守れる力がある。大事な場面でのミス
をなくし、投手を中心に最小失点で抑えたい。攻撃面では、長打を望める打
者が少ないので、小技を使いながら下位で作ったチャンスを上位でものに
し、打撃戦になっても打ち勝てるような試合をしていきたい。

鳴門教育大学
主　将

小　林　晴　太

2013年春　6位

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分
0 16２ 3２ 1２5 5
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『秋季リーグ戦に臨んで』（二部）
　春季リーグでは、一部昇格を目標に取りくんできた。結果は入れ替え戦で
敗れ悔しい思いをした。一部のチームの選手との力の差や、自分たちの練習
での詰めの甘さを感じた。
この秋季リーグでは春のリーグ以上の力や実力をつけて一部昇格に向けて頑
張っていきたい。

《戦力分析》
　守備面は、ピッチャーを中心にリズムよくアウトをとり、小さなミスを減
らして守備からリズム作っていく。攻撃面はつなぐ意識をもち、機動力野球
をしていく。一人一人が場面にあったバッティングをしていく。チーム全体
で得点を取りにいく。

高知工科大学
主　将

島　崎　大　志

2013年春　1位
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『秋季リーグ戦に臨んで』（二部）
　秋季リーグの目標は、一戦一戦全力で戦い、一人一人が確実なプレーをし
勝ちにこだわる。春季リーグでは、２位という結果に終わり１部昇格という
目標を果たすことができず非常に悔しい思いをした。今シーズンは、まず２
部で全勝優勝し、全員野球で１部昇格を目指す。

《戦力分析》
　守備面ではピッチャーを中心にリズムをつくり、野手陣は確実なプレーを
心がけ、失点を減らしていく。攻撃面では、全員が繋ぐ意識を持ちチャンス
を確実にものにしたい。個々の能力ではなく、チーム一丸となり粘り強い野
球で勝ちにこだわっていきたい

徳　島　大　学
主　将

平　間　友　介

2013年春　2位
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『秋季リーグ戦に臨んで』（二部）
　秋季リーグでは３位という結果に終わってしまった。秋季リーグでは一部
昇格を目指し頑張っていきたい。春季リーグでは勝てる試合で勝ちきれなか
った。秋季リーグでは一戦一戦、全力で戦っていきたい。そして、優勝し一
部昇格できるように頑張りたい。

《戦力分析》
　守備面では投手を中心に、ミスを減らし、最小失点で抑えたい。守備から
リズムを作り、攻撃につなげていきたい。打撃面ではバントや走塁でつない
でいき、少ないチャンスをものにしたい。

香川高等専門学校
主　将

黒　川　裕　介

2013年春　3位
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『秋季リーグ戦に臨んで』（二部）
　現在、２部リーグは上位層と下位層の２層構造となっていることは明白で
あり、われわれ徳島大学医学部硬式野球部は下位層に属している。今回の目
標はこの下位層を脱して上位層に食い込むことである。上位層との実力の差
はあるが、合理的かつ精力的に戦うことで勝利を目指す。

《戦力分析》
　個人の能力に関しては決して高いとは言えないが、工夫次第では得点を積
み重ねることも可能である。守備のミスはある程度仕方がないと考える。野
球をする際に陥りやすい「流れ」や「リズム」といった主観的な要素にとら
われすぎることなく、それぞれの実力を発揮することが勝利の鍵となるであ
ろう。

徳島大学医学部
主　将

佐　藤　大　飛

2013年春　4位
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『秋季リーグ戦に臨んで』（二部）
　前回のリーグ戦は最下位という結果に終わった。秋季リーグでは、チーム
全体のレベルを上げることはもちろん、部員一人ひとりが自分の役割を理解
し、プレーすることを心掛けて、納得のいく試合ができるようにしていきた
い。また、感謝の気持ちを忘れずに挑んでいきたい。

《戦力分析》
　前回と変わらず絶対的エースがいないが、守備が徐々に安定してきている
ので無駄なエラーを減らしていく。攻撃面では、どんな形でも出塁し積極的
な走塁をからめながら、チャンスで確実に点を取っていきたい。技術面より
も、部員全員がひとつのボールに注目するといった、意識改革でプレーの質
も変わってくるはずなので、徹底していきたい。

徳島文理大学
主　将

小　川　大　翔

2013年春　4位

※背番号は変更する場合がございます。
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平成25年度春季リーグ戦結果（一部）
★優　　勝★　　四国学院大学（２季ぶり21回目）

リーグ戦勝敗表
順位 大 学 名 試合数 勝 負 引分 勝点 勝率
1 四 国 学 院 大 学 1２ 10 ２ 0 5 0.833

２ 高 知 大 学 1２ 9 3 0 4 0.750

3 愛 媛 大 学 1２ 7 5 0 3 0.583

4 松 山 大 学 11 5 6 0 ２ 0.455

5 香 川 大 学 11 ２ 9 0 1 0.18２

6 鳴 門 教 育 大 学 1２ ２ 10 0 0 0.167

平成25年度春季リーグ戦結果（二部）
★優　　勝★　　高知工科大学

リーグ戦勝敗表

※勝率計算に引分は含めない

順位 大 学 名 試合数 勝 負 引分 勝点 勝率
1 高 知 工 科 大 学 8 7 1 0 － 0.875

２ 徳 島 大 学 8 6 ２ 0 － 0.750

3 香 川 高 等 専 門 学 校 8 3 5 0 － 0.375

4 徳 島 大 学 医 学 部 8 ２ 6 0 － 0.２50

4 徳 島 文 理 大 学 8 ２ 6 0 － 0.２50
※勝率計算に引分は含めない
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祝

がんばれ!!
各種・部活送迎バス格安にて承ります。

大型・中型・小型・マイクロ

〒791－1113　愛媛県松山市森松町510－4

本社　（代）089－958－2552
FAX 089－958－2573

四国トラベル

一般貸切旅客運送事業
社団法人 全国旅行業協会会員
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平成25年度春季リーグ戦１・２部入替戦

（鳴門教育大学Ｇ）平成25年５月18日㈯

得点
校名 1 ２ 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1２ 計

高 知 工 科 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鳴 門 教 育 大 学 ２ 0 0 0 0 ２ 0 ２ × 6

１

バッテリー……（工）奥浦－松原　　　本塁打　―――　　　　　三塁打　―――
　　　　　　　（鳴）村上－矢島　　　二塁打　―――

上記の結果、鳴門教育大学の一部残留が決定

（鳴門教育大学Ｇ）平成25年５月18日㈯

得点
校名 1 ２ 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1２ 計

鳴 門 教 育 大 学 0 4 3 1 0 0 ２ 10

高 知 工 科 大 学 0 0 0 1 1 0 0 ２

2

バッテリー……（鳴）安川－矢島　　　　　　本塁打　―――　　　　　　　　　三塁打　（鳴）秋津
　　　　　　　（工）石川・津吉－岡崎　　　二塁打　―――

（７回コールド）
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平成25年度春季リーグ戦個人表彰（一部）

平成25年度春季リーグ戦ベストナイン（一部）

首位打者

田　中　勇　士
（初）

（松山大学）
記録　0.488

遊 撃 手

田　中　勇　士
（３）

（松山大学）

投　　手

高　野　圭　佑
（２）

（四国学院大学）

外 野 手

高　岩　佑　貴
（初）

（香川大学）

捕　　手

政　岡　隆　志
（２）

（松山大学）

外 野 手

橋　本　元　気
（初）

（四国学院大学）

一 塁 手

高　岡　拓　也
（初）

（四国学院大学）

外 野 手

福　山　翔　太
（３）

（四国学院大学）

二 塁 手

黒　木　彰　太
（初）

（高知大学）

指名打者

三 塁 手

森　部　壮　博
（初）

（愛媛大学）

最優秀防御率

西　岡　杜　斗
（初）

（松山大学）
記録　1.50

最多打点

田　中　勇　士
（初）

（松山大学）
記録　15

最多三振奪取賞

井　筒　健　太
（初）

（高知大学）
記録　４勝

最多本塁打

最優秀新人賞

松　本　将　幸
（初）

（松山大学）
記録　４勝

最多盗塁

坂　本　大　志
（２）

（松山大学）
記録　10

記録賞

美　島　　　涼
（２）

（高知大学）
記録　0.84

最多勝利

高　野　圭　佑
（３）

（四国学院大学）
記録　５勝

該当者なし

該当者なし

該当者なし 該当者なし 該当者なし
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■投手成績10傑（規定投球回数以上）
№ 氏　　　名 大 学 名 試合数 回数 勝数 負数 安打 三振 失点 自責点 防御率
1 西 岡 杜 斗 松 山 大 学 6 36 3 3 ２3 19 10 6 1.50 
２ 高 野 圭 佑 四国学院大学 7 50 5 1 ２4 44 11 10 1.80 
3 細 田 英 城 四国学院大学 5 36⅓ 4 1 ２1 ２6 13 8 1.98 
4 寺 内 晃 生 愛 媛 大 学 4 ２6 ２ 1 ２1 ２3 6 6 ２.08 
5 宇 野 祐 士 愛 媛 大 学 7 45⅓ ２ ２ 39 14 16 11 ２.18 
6 井 筒 健 太 高 知 大 学 6 47 4 1 39 ２9 ２1 13 ２.49 
7 村 上 太 朗 鳴門教育大学 7 6２⅔ ２ 5 57 ２0 39 ２1 3.0２ 
8 吉 田 亮 太 愛 媛 大 学 8 31 3 1 ２3 16 15 1２ 3.48 
9 松 本 将 幸 松 山 大 学 7 33 ２ ２ 40 ２6 13 13 3.55 
10 中 林 洋 輔 香 川 大 学 4 ２3⅔ 0 ２ ２4 16 14 11 4.18 

■打撃成績10傑（規定打席以上）
№ 氏　　　名 大　学　名 試合数 打席数 打　数 安　打 打　点 打　　率
1 田 中 勇 士 松 山 大 学 11 47 41 ２0 15 0.488 
２ 高 岡 拓 也 四国学院大学 10 37 ２5 11 7 0.440 
3 清 水 宏 樹 四国学院大学 1２ 47 37 16 7 0.43２ 
4 高 岩 佑 貴 香 川 大 学 9 38 35 15 6 0.4２9 
5 政 岡 隆 志 松 山 大 学 11 45 37 15 10 0.405 
6 小 林 晴 太 鳴門教育大学 1２ 53 45 18 3 0.400 
7 橋 本 元 気 四国学院大学 1２ 51 41 16 9 0.390 
8 下 山 達 也 高 知 大 学 1２ 55 37 14 10 0.378 
9 兼 若 宏 規 四国学院大学 1２ 50 43 16 4 0.37２ 
10 福 山 翔 太 四国学院大学 1２ 5２ 41 15 7 0.366 

■打点成績（８打点以上）
№ 氏　　　名 大 学 名 打点
1 田中　勇士 松 山 大 学 15
２ 下山　達也 高 知 大 学 10
２ 空田　直樹 四国学院大学 10
２ 政岡　隆志 松 山 大 学 10
5 佐々木亮輔 高 知 大 学 9
5 橋本　元気 四国学院大学 9
5 河野　修平 鳴門教育大学 9
8 岩崎　　聡 愛 媛 大 学 8
8 伊藤翔太郎 高 知 大 学 8

■盗塁成績（４盗塁以上）
№ 氏　　　名 大 学 名 盗塁数
1 坂本　大志 松 山 大 学 10
２ 妹尾　恭平 松 山 大 学 8
3 田中　勇士 松 山 大 学 7
4 佐藤　俊介 高 知 大 学 5
4 佐藤　成悟 香 川 大 学 5
6 伊藤翔太郎 高 知 大 学 4
6 岡田　雄太 高 知 大 学 4
6 黒木　彰太 高 知 大 学 4
6 小林　晴太 鳴門教育大学 4
6 西岡　紘輝 香 川 大 学 4
6 秋津　久範 鳴門教育大学 4
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平成25年度春季リーグ戦個人表彰（二部）

平成25年度春季リーグ戦ベストナイン（二部）

首位打者

田　中　本　氣
（高知工科大学）
記録　0.619

遊 撃 手

田　中　本　氣
（高知工科大学）

投　　手

中　津　亮太郎
（徳島大学）

外 野 手

幸　徳　晃　児
（徳島大学）

捕　　手

平　間　友　介
（徳島大学）

外 野 手

溝　口　　　諒
（徳島大学）

一 塁 手

奥　浦　康　平
（高知工科大学）

外 野 手

斎　藤　恭　孝
（徳島大学医学部）

二 塁 手

松　原　直　之
（高知工科大学）

指名打者

大　石　　　誠
（高知工科大学）

三 塁 手

黒　川　佳　祐
（香川高等専門学校）

最多勝利

奥　浦　康　平
（高知工科大学）
記録　３勝

最多打点

平　井　寿　弥
（高知工科大学）
記録　16

最多勝利

中　津　亮太郎
（徳島大学）
記録　３勝

最多本塁打

平　間　友　介
（徳島大学）
記録　13

最多勝利

寺　嶋　茂　樹
（徳島大学）
記録　３勝

最多盗塁

田　中　本　氣
（高知工科大学）
記録　11

最優秀防御率

中　津　亮太郎
（徳島大学）
記録　0.00

最多勝利

石　川　　　和
（高知工科大学）
記録　３勝

該当者なし

該当者なし

該当者なし

最多三振奪取賞

該当者なし

記 録 賞

最優秀新人賞

該当者なし
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第62回全日本大学野球選手権大会

（東京ドーム）平成25年６月11日㈫

得点
校名 1 ２ 3 4 5 6 7 8 9 計

創 価 大 学
（東京新大学） 0 ２ 0 0 0 ２ 0 0 0 4

四 国 学 院 大 学
（四国地区大学） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

バッテリー……（創）○石川－寺嶋　　　　　　本塁打　―――　　　二塁打　（創）高橋
　　　　　　　（四）●高野－大下、兼若　　　二塁打　―――

記事＝東京ドームでの開幕戦となった創価大学対四国学院の試合は序盤に動いた。２回表、創価の１番高橋
が二死一、二塁から右翼線への２点適時三塁打を放ち先制すると、終盤７回に二死二、三塁の場面で３番辻
の右翼線への２点適時打で突き放した。四学打線は創価の先発石川から何度か好機を作ったが、あと一本が
出ず昨年に続き無得点に終わった。四学先発高野は８安打４失点５四死球と苦しみながらも、最後まで投げ
抜き意地を見せたが、８年ぶりの全国での勝利はならなかった。今後四国代表が、全国の舞台で勝てるよ
う、四国の六大学が切磋琢磨しながら更なる成長を遂げたい。
  （報告者＝四学　兼山）

１回戦　９：00試合開始（試合時間　２時間19分）



いのうえ家／イシダスポーツ／プロスポーツ／ 

石材振興会／四国トラベル／マルビシスポーツ／ 

奥道後交通／ 
東京第一ホテル松山／スポーツショップまなべ／高知自動車学校／ 

ヒロマツスポーツ／高松美山ホテル／おおさわ／ 

中矢機械工具店／季節料理・お弁当 福／にしむらスポーツ／ 

若松屋スポーツ／洋服の青山／ヤマウチスポーツ／ 

日の出食堂／スポーツショップ SATO／ 
ハッ ピｰド ラ イビ ン グｽ ｸ ｰ ﾙ／ 国民 宿 舎栗 林山 荘 ／広 沢自 動車 学 校／ 

村さ来鳴門店／焼肉松坂／高松自動車学校／鳴門観光バス／ 

白魂／ホテル泰平／ホテルロスイン高知吉萬／立石石油 

(同不順) 

後援 

デイリースポーツ 愛媛新聞社  

四国新聞社 徳島新聞社 高知新聞社  

協賛 

http://shikokubaseball.seesaa.net/ 

8月20日（火）11:00①愛媛大－四学大 マドンナ 

8月20日（火）14:00①松山大－鳴教大 マドンナ 

8月21日（水）11:00②松山大－鳴教大 マドンナ ＊ 

8月21日（水）14:00②愛媛大－四学大 マドンナ ＊  

8月24日（土）13:00①高知大－香川大 高知市東部 

8月25日（日）10:00②高知大－香川大 高知市東部 

8月29日（木）13:00①香川大－松山大 松山大Ｇ 

8月30日（金）09:00②香川大－松山大 坊っちゃん 

8月30日（金）12:00①愛媛大－高知大 坊っちゃん 

8月30日（金）13:00①四学大－鳴教大 レクザム 

8月31日（土）10:00②愛媛大－高知大 坊っちゃん 

8月31日（土）10:00②四学大－鳴教大 レクザム 

9月05日（木）13:00①松山大－愛媛大 坊っちゃん 

9月05日（木）13:00①四学大－高知大 観音寺球場 

9月06日（金）10:00②松山大－愛媛大 坊っちゃん 

9月06日（金）10:00②四学大－高知大 観音寺球場 

9月07日（土）13:00①鳴教大－香川大 鳴教大G 

9月08日（日）10:00②鳴教大－香川大 鳴教大G 

9月12日（木）13:00①松山大－四学大 坊っちゃん 

9月12日（木）13:00①香川大－愛媛大 観音寺球場 

9月13日（金）10:00②松山大－四学大 坊っちゃん 

9月13日（金）10:00②香川大－愛媛大 観音寺球場 

9月14日（土）12:00①鳴教大－高知大 JAバンク徳島 

9月15日（日）09:00②鳴教大－高知大 JAバンク徳島 

9月20日（金）13:00①高知大－松山大 春野球場 

9月21日（土）10:00②高知大－松山大 春野球場 

9月21日（土）12:00①鳴教大－愛媛大 JAバンク徳島 

9月21日（土）13:00②香川大－四学大 津田球場 

9月22日（日）09:00②鳴教大－愛媛大 JAバンク徳島 

9月22日（日）10:00②香川大－四学大 津田球場 

Ⅱ部日程 全試合ダブルヘッダー 

8/23(金)徳大医－高知工 志度球場 

8/24(土)徳島大－香高専 引田球場 

8/31(土)徳島大－徳大医 鳴教大Ｇ 

8/31(土)香高専－徳文理 番の州 

9/07(土)高知工－徳文理 越知球場 

9/07(土)香高専－徳大医 番の州 

9/14(土)徳島大－徳文理 鳴教大Ｇ 

9/14(土)高知工－香高専 越知球場 

9/21(土)徳島大－高知工 鳴教大Ｇ 

9/21(土)徳文理－徳大医 みろく 四国六大学野球 

秋季リーグ戦 

全試合 

入場無料 

左記のⅠ部の対戦カードについては、一勝一敗の場合

は同日に第三試合を実施。但し＊のみは翌日同時刻に

て開催。 

球場へ行こう！ 球場へ行こう！ 

2013秋季 


